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（
五
）
慶
長
元
和
以
水
跡
く
廉
に
な
う
か
け
た
漢
學
の
超
勢
は
元
献
享
保
の
頃
に
及
び
森
獲
展
す
る
や
う
に
な
つ
た
、
徳
川
四
代
の
格
一軍
綱
古
の
如
さ
は
頗
學
岡
の
嗜
好
に
常
み
屋
殿
中
に
於
て
親
く
論
語
の
話
義
を
な
し
た
こ
と
が
笛
へ
ら
れ
て
居
る
、
か
ヽ
る
有
棟
な
れ
ば
営
時
碩
母
大
家
の
輩
出
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
も
怪
む
に
足
ら
な
い
が
、
経
卑
に
於
て
は
京
都
あ
伊
藤
仁
一鈴
と
江
戸
の
荻
生
御
傑
と
を
第
一
に
碁
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
仁
所
の
論
語
古
義
早
各）と
律
徳
ゲ
論
評
律
早
各〕
Ｐ
声
伸
台
ヽ
静
陣
祈
（が
手
卯
府
が
紳
評
ゲ
ぽ
樺
ド
村
（オ
俳
ぱ
ゲ
ガ
勢
ド
な
ど
が
さ
が
Ｃ２
つ
。
伊
藤
年
群
が
如
何
に
論
語
を
奪
ん
だ
か
は
そ
の
言
に
愚
勢
以
致
堅
Ｐ
行
二最
上
至
極
宇
宙
第
一
之
書
・
と
い
は
れ
た
の
で
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
、
そ
の
古
義
の
叙
由
に
接
論
語
一
書
、苗
世
道
學
之
規
姫
準
則
也
、其
言
至
正
至
営
、
徹
上
徹
下
、増
己
字
】則
石
／
徐
、
減
■
字
）則
不
ツ
足
、
道
至
ユ平
比
・而
講
央
、
畢
至
二平
此
〓而
極
臭
、猶
下
天
地
之
無
／
義
、人
在
〓其
中
↓
而
不
ノ
知
・丑
（大
↓通
二再
世
・而
不
ノ
愛
、在
す
四
海
一而
不
う
違
、於
子
大
実
哉
、英
語
／
道
則
以
′
仁
角
生
不
、以
ン
智
衛
ノ
要
、以
′
義
爺
ン
質
、以
′
趙
偶
ん
輔
、
共
玉Ｆ
教
レ
人
、
則
国
二博
文
約
趙
↓則
回
こ
文
行
は
信
↓
而
紹
′
之
国
王
田道
一
以
賞
ブ
之
ギ
疋
共
標
的
也
、
難
下後
有
二聖
者
酪
工
亦
不
／
能
ツ
易
ノ
此
、
両
宋
儒
読
致
望
Ｐ
専
以
二仁
義
一翁
／
理
、而
不
ツ
知
レ貧
二徳
之
名
一以
二忠
信
一行
ン
用
、而
不
レ角
こ一繁
婆
之
功
↓甚
者
至
下
於
以
≧
前
語
・角
レ
木
′
足
而
芳
求
”
之
他
書
ｈ或
恨
二群
老
之
識
一以
資
一
共
言
読
↓共
不
レ
得
エ
罪
於
孔
門
一者
殆
伸
実
、
漢
店
以
本
人
皆
知
■
ハ
経
之
爺
フ
年
、而
不
ン
知
塁
帥
語
之
紀
二最
奪
↓而
高
出
歩
校
ュ
ハ
経
之
上
台
或
以
〓易
範
一分
レ
耐
、
或
以
二學
病
一角
ツ
先
、
不
レ
知
≧
前
語
一
苦
、其
明
道
立
教
徹
上
徹
下
、無
〓復
餘
納
一非
中
他
経
之
可
う
比
也
、
と
あ
る
、
こ
の
古
義
は
新
注
に
従
つ
た
所
も
あ
る
が
ま
た
こ
れ
に
徒
は
損
庭
が
多
い
、
彼
れ
は
此
の
苦
に
枯
力
を
と
い
だ
と
見
え
、
五
た
び
稿
を
易
え
た
と
体
へ
ら
れ
る
、
さ
れ
ぼ
そ
の
例
特
の
見
解
と
兄
牧
す
べ
き
も
の
も
少
く
な
い
、
而
し
て
新
江
の
彼
鞘
を
忌
憚
な
く
指
摘
し
て
居
る
、
そ
の
祀
之
川
和
代
■
貝
の
章
の
徐
論
に
論
日
、
奮
注
（則
つ
据
雛
注
掛
応
”
）
国
、薩
之
角
／
贈
郎
／巌
、然
共
翁
ヤ
用
必
従
容
所
（
メ
池
、芸
れ贈
用
之
読
、
起
二
於
朱
儒
↓
而
聖
八
之
學
、素
無
一王
（識
一何
者
聖
人
乏
道
、
不
レ
過
二倫
弾
綱
常
之
問
↓各
就
・■
（事
貨
高
ｒ
工
、
商
未
Ｌ
言
漆
心
省
ほ
求
二
，た
未
校
之
光
一也
、故
所
全
師
仁
義
薩
智
、亦
皆
就
こ
己
な
≡用
ジ
エ
、
而
未
己
口
た
一■
（鵬
一也
、唯
俳
氏
之
読
、
外
二倫
理
綱
常
↓而
専
守
工
一
心
↓而
亦
不
／
龍
レ
己
工於
人
事
之
ほ
酬
↓故
読
一貫
全諦
一読
二侵
諦
育
単
ダ々
能
レ
不
生
立
工購
用
之
読
一
績
諭
語
源
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考
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績
諭
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源
流
考
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村
安
次
郎
》
二
〇
感
脩
華
践
紅
疏
云
、
膳
用
一
が
、
題
微
無
ノ
間
、口疋
也
、共
詑
浸
二託
子
儒
中
↓於
名
疋
押
気
憎
用
之
識
興
、
凡
仁
義
溝
智
皆
有
レ
贈
右
／
用
未
養
角
レ
膳
、
巳
較
行
レ用
、
途
使
三
聖
人
之
大
訓
、
支
離
決
裂
行
主布
月
無
膳
之
言
「
且
読
二贈
用
≡則
惜
登
而
用
軽
、機
本
而
用
末
、故
人
皆
不
′
得
′
不
三拾
レ
用
雨
超
ア
憎
於
名
疋
無
欲
虚
静
之
読
盛
、
而
孝
弟
忠
信
之
旨
微
ム大
、
アダ
研
メ
不
レ祭
、
と
あ
る
が
そ
の
一
班
を
窺
ム
こ
と
が
出
衣
よ
う
。
こ
の
書
は
正
徳
二
年
（喘
願
却
対
ゴ
一孫
｝
に
初
め
て
刊
行
せ
ら
れ
た
が
別
に
そ
の
子
束
涯
の
標
雄
至
を
一所
ツ
が
あ
つ
て
見
本
で
任
ち
て
居
う
、
夏
に
孫
の
善
評
の
古
華
抄
η
一と
い
去
慢
名
文
の
も
の
も
伸
つ
て
居
る
最
の明
舶
肘
升
じ
又
別
に
束
涯
の
論
語
読
（士
石
四
け
〕
が
第
本
で
郎
つ
て
居
る
、
こ
れ
は
子
路
常
に
止
つ
て
居
る
が
正
徳
享
保
の
間
に
束
涯
が
論
語
の
或
る
章
に
流
さ
て
意
見
を
加
へ
た
も
の
を
韓
録
し
た
も
の
と
は
は
れ
る
、
仁
一狩
父
子
が
古
學
派
を
以
て
補
せ
ら
れ
て
居
る
の
は
未
子
學
派
に
富
徒
せ
ず
し
て
車
ら
古
義
を
主
と
し
た
か
ら
で
あ
る
，
さ
う
と
て
考
護
源
で
は
な
く
ゃ
は
う
義
理
卑
渡
に
局
す
る
で
あ
ら
う
、
さ
れ
ぼ
註
公
美
の
論
語
徴
換
の
序
に
近
世
伊
藤
氏
、
故
二賊
子
来
學
↓以
著
二古
義
「而
禍
未
′
免
二
Ｗ
窟
一
と
い
へ
る
は
監
不
営
の
言
で
は
な
い
と
思
ふ
。
荻
生
紀
欲
は
初
あ
宋
學
を
奉
じ
た
が
後
全
く
こ
れ
を
離
れ
、
更
に
仁
林
の
古
義
に
反
し
論
語
徴
を
著
は
す
に
至
つ
た
、
そ
の
一遇
言
に
孔
子
生
・
木
周
末
「
不
ツ
得
二
共
位
「
退
典
工
円
人
「
修
こ
先
王
之
道
愛
ｍ
市
定
ン
之
、
學
著
録
而
体
レ
之
、
大
経
俸
興
／
記
是
己
、
其
緒
言
無
ブ
所
二
繋
局
一
者
、
峨
角
中・此
書
封
ゴ
之
語
一老
裁
然
耳
、
鵜
七
十
子
之
後
、
諸
家
所
／
樺
、
不
／
無
二
附
爺
↓
棚
此
至
角
詰
十け長
ヽ
前
寧
著
奪
レ
之
、
比
≡
諸
六
経
直
彗
漢
代
奇
立
こ
之
躍
官
ご
本
聖
人
之
言
・
也
、
後
世
先
王
之
抱
弗
／
明
、
一象
傑
士
厚
目
封
苑
、
以
二
聖
知
一自
庭
、
途
至
下
於
以
■
ハ
経
一行
工
先
工
陳
述
↓
例
潜
】
心
斯
書
ふ
然
畢
不
ノ
師
／
古
、
非
〓
孔
子
之
心
弘
大
、
廼
殻
然
自
取
二
諮
其
心
一
以
角
′
解
者
、
自
〓
韓
念
一
而
下
、
数
百
千
家
、
念
繁
念
雑
、
念
精
念
舛
、
皆
生
一
不
ン
師
・レ
古
故
一
也
、
余
卑
こ
古
文
儲
・十
年
、
補
々
知
／
右
二
古
言
■
古
言
明
而
後
古
義
定
先
工
之
道
可
二
得
而
言
一
己
、
狙
悲
夫
中
華
聖
人
之
邦
、
更
こ
千
有
鉢
汲
之
久
↓
儒
著
何
限
、
術
且
暁
々
然
事
二
堅
白
之
非
↓
ｍ
不
ノ
識
こ
孔
子
町
ン
体
行
二
何
道
一
也
、
抗
吾
束
方
子
、
子
皿
子
有
竺
一口
日
、
無
ノ
布
こ
子
爾
↓
則
亦
無
ノ
右
≡
平
爾
工
曇
ゴ
今
之
時
一興
、
日
疋
以
妄
不
二
白
林
↓
敬
述
一王
⌒
所
ラ
知
、
其
所
ノ
不
ノ
知
者
、
蓋
閲
如
′
也
、
有
レ
故
右
ツ
義
、
有
／
所
二
指
摘
↓
皆
徴
三
諮
古
言
↓
故
命
こ
名
之
一
日
≧
聖
如
徴
↓
と
あ
る
が
如
く
古
言
を
考
議
し
て
古
義
を
開
明
し
た
も
の
で
、
未
子
の
集
と
を
排
撃
し
た
所
が
多
く
又
仁
斎
の
古
義
を
非
難
し
た
所
も
少
く
な
い
、
薫
往
彼
の
考
護
は
必
し
も
清
朝
の
考
護
學
風
の
影
響
を
．受
け
た
も
の
で
な
く
ｂ
筆
る
そ
の
古
丈
儲
研
究
の
餘
波
が
拡
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
題
言
に
彼
れ
が
自
ら
言
ム
所
に
よ
う
て
知
ら
る
ヽ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
典
啓
口
本
山
人
一
書
に
ヽ
兄
え
て
店
る
、
即
ち
不
傍
好
孔
口
文
儲
】
足
下
所
ツ
知
也
、
近
衆
閉
居
無
／
事
、
鞭
取
ユ
ハ
経
≧
据
之
、
硝
々
知
弘
讐
Ｆ
不
中
興
二
今
言
】
同
上
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、
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〓一
二
行
（李
秦
漢
以
上
古
言
・以
求
レ
之
、
而
後
悟
二
未
儒
之
妄
一青
、
未
儒
皆
以
二今
言
・硯
一古
言
「宝
其
奮
無
一
理
窟
一央
、李
王
僅
電
Ｅ
文
章
之
士
お不
僚
乃
以
一
天
之
託
霊
「
而
得
レ
明
■
ハ
紅
之
道
亘
呈
非
〓
大
幸
・耶
、
孟
中
華
聖
人
之
邦
、
孔
子
没
而
垂
二
十千
年
↓猶
且
莫
レ右
一平
爾
「廼
以
二束
夷
之
人
一而
得
訴
一
人
之
道
於
遺
経
・著
、亦
李
王
二
先
生
之
賜
也
ａ
体
集
千
二
各
）
と
あ
る
が
如
く
ぞ
ゲ
ｆ
ガ
研
ゲ
碑
舛
ガ
げ
で
ぼ
謂
評
ゲ
イ
謝
ぼ
ズ
ゲ
ど
ゴ
ど
ぼ
霜
が
ば
ヽ
而
し
て
そ
の
削
祭
が
時
に
奇
僻
に
流
れ
附
含
に
失
す
る
と
思
は
る
ヽ
庭
な
ど
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
考
護
の
該
母
に
し
て
論
飯
の
銃
利
な
る
に
至
っ
て
清
朝
経
學
の
考
護
諸
大
家
に
比
し
て
宅
も
遜
色
を
認
め
な
い
、
特
に
そ
の
井
難
攻
撃
の
辛
珠
な
る
鞘
な
ど
は
宅
西
河
な
ど
を
凌
々
す
る
や
う
に
思
は
る
、
さ
れ
ば
病
末
の
経
學
考
議
の
大
家
命
曲
□
は
こ
の
書
を
讀
み
才し
そ
の
若
本
在
堂
随
筆
巷
一
に
（嚇
）大
旨
好っ
蝉
二
舞
伊
一陣
肝
、然
亦
右
全
Ｆ
未
注
是
庭
静ヽ
評
ぜ
ぎ
夕ヽ
二Ｗ
メ
知
存
↓性
語
上
論
成
・一子
琴
張
↓
下
論
成
二
干
原
憲
↓
故
二
子
範
椰
レ
名
、比
則
近
三
手
脂
読
「然
亦
見
一務
府意
之
巧
・央
、
と
い
ひ
左
の
数
章
を
率
げ
て
こ
れ
を
紹
介
し
た
、
即
ち
千
乗
之
日
、　
　
學
則
不
レ
回
、　
　
角
′
政
以
′
徳
　
　
五
十
而
知
・
天
命
↓　
　
畢
″声
錯
工諮
柾
↓
　
笑
不
レ角
／
政
、
季
氏
族
二
於
末
山
↓　
　
一聴
自
二銃
湛
一而
往
者
、　
　
無
レ迪
也
無
レ莫
也
、　
　
年
予
書
寝
、
　
　
軌
謂
工微
生
高
直
・
′也
、　
　
二
年
學
而
不
ノ
至
二於
設
↓　
　
達
巻
主
人
　
　
食
不
圭
ｍ
寝
不
彗
口
、　
　
期
月
両
己
可
也
　
　
イ
人
婦
二
女
業
一　
　
イ
子
悪
／
居
二
下
流
「
等
で
あ
る
、
即
ち
こ
の
書
が
如
何
に
支
那
の
卑
者
の
眼
中
に
映
じ
た
か
が
分
る
で
あ
ら
う
。
但
依
の
論
語
徴
が
現
は
れ
て
か
ら
後
に
誘
薗
一
振
の
寧
徒
の
間
に
は
徴
の
識
を
本
じ
て
考
証
解
群
を
な
し
た
も
の
が
少
く
な
い
、
例
へ
ぼ
宇
佐
美
浩
水
の
論
語
徴
考
晏
な
一一け
）
は
月
本
に
て
俸
つ
て
居
る
が
、
徴
中
の
文
句
の
出
典
を
示
し
た
も
の
で
未
完
成
の
も
の
ら
し
い
、
戸
崎
允
明
の
論
語
徴
徐
考
会
各
）
も
あ
る
由
で
あ
る
が
未
だ
こ
れ
を
見
る
こ
と
を
得
な
い
、
太
宰
泰
皇
の
論
語
古
訓
年
を
五
泄
）
及
び
古
訓
外
俸
（
一
胸
略
訓
鍬
牛
碓
）
は
必
し
も
師
読
を
墨
守
し
な
い
が
、
そ
の
考
証
の
學
風
を
権
永
し
一
層
こ
れ
を
聞
明
し
た
趣
が
あ
る
、
木
野
元
朗
欣
古
訓
外
俸
に
序
し
て
古
今
識
■
雨
語
一著
、無
慮
数
百
家
、名
物
多
違
ユ
失
古
訓
・者
十
六
七
、断
漬
浸
津
、往
面
不
′
反
、
至
二朱
氏
・而
極
央
、
他
従
先
生
起
工於
我
束
方
↓反
二
陵
夷
↓権
二紀
業
一著
茎
而
語
徴
・而
畢
始
復
／古
、道
瓜
徐
烈
、奮
二子
海
内
Ａ
中
略
）
春
室
先
生
升
レ堂
魂
レ奥
、
慨
然
以
〓斯
道
一爺
一己
任
一討
ユ
ｍ
六
経
↓各
有
二成
苦
↓以
授
二門
人
↓特
潜
一
心
於
論
語
〕者
数
十
↑
、口討
一
人ギ
「研
二討
評
↓Ｔ
ェ声
ず
ダ
台耐
伸
や
庫
ガ
伊
ｆ
計
↓雰
行
ニヂ
世
↓ズ
肘
諦
一掛
（碑
待
微
計
↓以
盗
工外
僅
↓
↑
軽
【〉
元
朗
日
、仲
尼
之
道
、得
工征
依
先
生
一両
後
明
、行
彼
先
生
之
道
、得
二古
訓
「而
後
粂
明
、古
訓
琴
■
隅
・而
示
／
ウ生
卑
者
狙
ユ
未
／
龍
下以
≧
一隅
一反
占
之
、一而
乏
未
γ定
、職
此
之
由
、勢師
定
者
無
Ｆ乃
由
二外
得
一始
工
子
（下
略
）
と
い
う
て
活
る
、
古
訓
は
要
領
を
注
し
た
も
の
で
あ
る
が
外
樺
は
そ
の
古
訓
の
水
歴
や
出
典
を
証
明
し
た
も
の
で
往
々
紀
傑
と
問
答
し
た
こ
と
な
ど
も
叙
し
て
居
う
、
論
語
徴
に
追
及
す
る
に
足
る
と
思
メ、。
頼
論
語
源
流
考
（市
村
竣
次
耶
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一言
ニ
類
論
語
源
流
考
（市
村
墳
次
郎
）
三
四
征
彼
が
雄
を
江
戸
に
下
し
暉
卑
宏
痛
を
以
て
そ
の
學
識
を
唱
道
し
て
よ
り
、
そ
の
問
一下
に
も
人
材
が
詐
出
し
て
所
謂
護
園
晏
氏
の
隆
盛
を
水
す
に
至
つ
た
こ
と
は
、
い早
に
文
學
の
方
面
の
み
に
止
ら
ず
、経
卑
の
方
面
に
於
て
も
窺
は
れ
る
、即
ち
幾
多
の
論
語
の
考
証
解
群
を
試
む
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
も
知
る
こ
と
が
出
水
よ
う
。
特
に
守
山
藩
主
徳
川
頼
寛
の
如
き
は
往
依
の
學
論
を
奪
崇
し
、
寛
延
三
年
（喘
叱
秘
・討
研
呼
）
ｔ
論
語
徴
尖
覧
を
刊
行
す
る
に
至
つ
た
、
こ
れ
は
何
晏
の
集
解
、
失
子
の
集
注
、
仁
一竹
の
古
義
を
前
に
列
馨
し
後
に
徴
の
読
を
採
録
し
た
も
の
で
、
古
今
諸
家
の
読
を
通
覧
す
る
に
極
め
イ
）便
利
な
も
の
で
あ
る
、
そ
の
他
享
和
年
間
に
喪
坂
古
洲
の
論
語
徴
補
曇
各
〕
文
化
年
間
に
荻
生
鵜
谷
の
論
語
徴
考
二
十
各
）が
現
は
れ
、
ス
年
代
は
明
で
な
い
が
菅
沼
京
駅
（
致
額
咎
の
論
語
徴
疏
が
作
ら
れ
た
と
い
は
れ
る
、
こ
れ
等
の
書
は
そ
の
名
を
聞
く
の
み
で
未
だ
賃
物
を
見
な
い
か
ら
そ
の
内
容
を
論
す
る
こ
と
は
出
木
な
い
が
何
れ
も
李
一園
一
派
の
系
統
で
往
依
の
読
を
年
本
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
す
る
こ
と
が
出
木
よ
う
。
（後
静
伽
位
の古
離
詠
蜘
能
い
い
諄
ル
跡
秘
洸
脚
降
す，こ
輸
印
職
斡
塑
柱
端
如
れ
）
か
く
行
彼
の
卑
読
を
奪
本
す
る
も
の
が
多
い
と
同
時
に
そ
の
反
当
に
立
ち
て
論
語
徴
の
駁
撃
を
試
む
る
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
、
江
戸
に
於
け
る
昌
卒
學
門
所
の
林
家
一
振
は
羅
山
以
水
未
子
の
學
読
を
戸
滅
す
る
が
故
に
回
よ
う
談
園
一
派
と
は
相
容
れ
な
い
、
け
れ
ど
も
著
逃
を
し
て
ま
で
も
論
語
徴
に
反
封
を
表
す
る
程
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。
然
る
に
本
阪
に
於
け
る
懐
徳
堂
の
五
井
、
中
井
の
諸
家
は
同
じ
く
祖
欲
學
派
に
反
封
で
あ
つ
た
が
、
何
れ
も
著
述
を
し
て
そ
？
撃
註
の
駁
撃
を
試
み
た
。
即
ち
五
井
蘭
洲
は
非
物
六
容
（剃
蜘
畦
竹
蛇
維
）
を
著
は
し
、
中
井
竹
山
は
非
徴
八
窓
（利
蜘
蜘軽
輸
韓
）
を
著
は
し
て
居
る
、竹
的
は
別
に
論
語
逢
原
を
著
は
し
朱
子
集
注
の
取
捨
を
な
し
た
の
み
な
ら
ず
ぜ
更
に
自
家
施
特
の
意
見
を
述
べ
て
居
る
、
竹
山
の
弟
履
軒
は
論
語
雛
越
曇
各
じを
表
は
し
た
が
、
こ
れ
も
朱
子
失
注
の
拘
束
を
受
庁
ず
文
論
語
徴
に
も
徒
は
ず
自
家
の
意
見
を
衣
揮
し
て
居
る
、
又
片
山
粂
――
の
如
さ
は
論
語
徴
廃
友
を
著
は
し
て
徹
一体
の
識
を
攻
撃
し
て
居
る
が
、
殊
夏
に
反
封
を
試
み
た
や
う
な
財
も
あ
る
、
こ
れ
等
の
中
で
竹
山
の
非
徴
の
攻
撃
が
最
痛
烈
を
極
め
て
Ｆ
る
、
帥
ち
紐
徳
が
特
に
仁
一竹
の
反
封
に
立
ち
た
る
所
以
を
迦
べ
そ
の
私
事
を
殺
さ
且
呼
呼
純
狭
物
氏
卑
術
之
病
、英
症
在
三子
自
大
好
ア
名
、共
因
在
二子
欲
ジ
座
ユ倒
仁
一狩
伊
藤
氏
十而
共
耐
至
下
於
磨
中
紀
程
未
諸
公
維
ダ
往
聖
一開
工宋
卑
・之
功
ｈ
キ
エ政
車
↓敗
二風
俗
↓枠
こ
天
下
青
衿
士
深
結
工
妖
妄
那
誕
之
滴
≡而
後
己
、可
ツ
友
也
哉
、
と
い
ひ
、
す
え
ｏ
側にじ
見
森
殊
絶
而
読
傘
新
奇
、飾
以
ユ購
染
祭
言
一敦
以
ユ詞
章
末
技
↓而
需
履
二進
修
之
空
一令
二人
易
レ揚
而
難
アに
、
於
格
疋
子
軽
批
輝
競
之
徒
、奔
走
喘
汗
、改
，破
婦
レ之
、群
披
限
然
始
起
、自
以
角
レ得
圭
円、厳多
異
峨
子
束
開
一者
、
十
右
二
年
、
一
時
貴
介
公
子
、列
藩
士
大
夫
、以
至
〓庭
士
結
流
曲
藝
之
徒
↓振
縮
恐
レ後
、
片
語
隻
字
、
仰
〓共
褒
貶
↓以
行
税
供戚
来
辱
一不
レ角
レ不
レ盛
央
、キ真
王
李
主
工文
猟
一碧
華
意
気
籠
茎
」海
内
一之
術
、市帆
坂
レ経
賊
レ道
之
罪
、変
然
弘
レ之
、警可初
儒
教
審
安
い
厚
之
態
、
一
壊
工於
仁
一結
↓者
、於
名
疋
倫
管
以
術
、其
徐
毒
遺
臭
、到
レ今
未
ウ珍
、
君
子
懐
二世
道
之
憂
一考
、上ュ
可
レ不
工深
順
嘆
一哉
頼
輸
語
源
流
考
（
市
村
球
次
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一十一五
績
諭
語
源
一流
琴
（市
付
費
次
郎
》
〓十六
と
ぃ
ぅ
て
唇
る
。
か
く
役
依
學
振
と
非
役
彼
卑
派
と
の
軋
喋
が
順
激
甚
で
あ
つ
た
が
、
営
特
局
外
者
は
こ
れ
を
如
何
に
見
て
居
つ
た
ら
う
か
、
群
大
典
は
四
華
越
組
を
著
は
し
寛
政
七
年
（哺
駒
一芋
九六
升
特
）
こ
れ
を
刊
行
し
た
が
論
語
の
庭
に
於
て
古
今
注
致
輸
語
一者
、莫
レ
不
レ有
レ得
、莫
レ
不
レ有
レ
矢
、
乃
以
二其
所
レ
得
、
一
協
推
定
、
不
工復
龍
虚
レ
己
考
緯
「其
弊
至
下
以
乱
毒
人
一之
言
一必
欲
ウ
合
工
己
意
↓此
其
所
二
以
失
・也
、唐
以
前
、唯
訓
詰
章
句
、所
レ得
所
レ失
、
倶
容
レ
小
央
、宋
儒
偏
以
一性
理
内
外
・角
レ識
、於
こ
聖
人
之
言
お不
レ角
レ無
レ
得
、
市
所
レ失
亦
多
臭
、
近
世
物
氏
之
掌
、力
欲
，矯
レ之
▼
偏
以
二
購
楽
一角
レ読
、亦
不
レ奈
レ無
レ得
、
而
其
失
有
下甚
二於
未
儒
・者
上
臭
と
述
べ
て
吊
る
は
頗
公
卒
の
甑
案
で
あ
る
と
思
ム
。
寛
政
か
ら
文
化
の
時
代
へ
か
け
て
漢
學
の
番
達
は
盆
著
し
く
論
語
に
開
す
る
著
逃
の
現
れ
た
も
の
も
ま
た
少
く
な
い
、
筑
前
の
範
井
南
漂
は
寛
政
五
年
（喘
職
北
萌
空
手
竹
）
に
論
語
語
由
歪
十
）
を
撲
し
文
化
三
年
（聯
峰
評
針
一十
軒
）
に
こ
れ
を
上
棒
し
た
。
こ
れ
は
各
章
の
由
水
材
尋
樺
し
て
そ
の
意
義
を
推
論
し
た
も
の
で
、
そ
の
凡
勿
に
も
知
圭
四
所
亨
由
、而
其
義
可
二
得
両
言
室
鴨
由
所
〓以
作
一也
、
と
い
う
て
居
る
、彼
れ
は
安
藤
喚
固
の
門
人
で
役
徳
學
派
の
系
統
を
引
い
て
居
る
か
ら
、
そ
の
論
語
徴
の
読
を
採
用
せ
る
所
多
い
の
は
怪
む
に
足
ら
ぬ
が
、
新
古
両
注
及
び
古
義
の
長
庭
も
探
少
別
に
狙
自
の
九
解
を
獲
揮
せ
る
所
が
少
く
な
い
、
こ
れ
に
補
還
全
各
）が
添
う
を
唇
る
。
そ
の
子
艶
井
昭
場
は
別
に
語
由
述
志
ｅ
む
》
を
著
は
し
た
が
刊
行
に
至
ら
ず
毎
本
で
樺
つ
て
居
る
。
信
農
の
家
田
大
峰
は
父
が
室
鳩
奨
の
門
人
で
あ
る
所
か
ら
初
め
は
朱
學
を
奉
じ
た
が
後
自
ら
丁
家
の
読
を
立
て
、
天
明
年
間
に
尾
藩
の
明
倫
館
督
卑
と
な
つ
た
、
そ
の
著
に
論
語
注
（十
谷
∪及
び
論
語
群
疑
考
合
千
容
）》が
あ
る
、
そ
の
群
疑
考
の
題
言
に
安
永
九
年
、子
比
註
致
前
語
↓於
二諸
注
解
疏
一、
共
得
矢
可
レ疑
焉
者
、
乃
考
而
断
レ之
、録
以
威
レ筐
者
也
、
上
方
・王
ハ時
一
也
、
前刈
世
之
學
者
、
張
工師
門
一之
徒
、各
執
三流
派
室
円
衿
子
弟
、担
二子
左
右
↓而
是
非
之
論
、
暗
ゴ
嘩
子
世
↓則
癖
疑
不
レ易
デ
決
、故
予
毎
レ謡
致
前
語
↓
必
井
一
先
考
↓以
暁
工
喩
子
弟
・喬
、
爾
水
既
四
十
鉢
抜
、世
俗
愛
死
、時
好
流
移
、
至
二今
之
時
一也
、則
遊
工平
文
苑
一者
、亦
多
雑
碑
潰
漫
、其
於
レ學
也
、非
三敢
復
執
工流
渡
↓則
如
〓予
之
諭
↓切
切
偲
偲
然
者
、
恐
亦
不
レ合
二
於
時
好
ｈ
（、然
我
田
壁
之
掌
、則
虎
之
所
レ督
、
而
既
経
二十
有
二
年
一閥
里
之
風
、
漸
次
〓沿
子
士
衆
↓
則
永
不
レ可
二流
移
↓亦
所
三以
庶
投
・也
↑
―‐作
〉
と
あ
る
通
う
、
新
古
雨
注
及
び
伊
物
二
家
の
解
群
に
就
さ
て
そ
の
疑
路
を
基
け
て
取
拾
の
標
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
クつ
。漢
學
界
は
巳
に
護
園
學
浜
の
現
は
れ
て
よ
う
終
寧
の
研
究
が
考
護
に
傾
き
本
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
新
に
荷
朝
の
考
証
學
派
の
影
響
ヽ
蒙
つ
て
抵
に
純
然
た
る
考
証
學
者
の
輩
出
す
る
や
う
に
な
つ
て
水
た
。
（未
完
）
緩
論
語
源
流
考
（
市
村
戦
次
郎
）
一二
七
